


筈である。

先進国では試験法、設計法が制定されている。我が国ではこの点が遅れているので、何

とかしてこの方面の作業を早急に進めたい。これは会員各位の利益に直接、間接に係わり

がある。世界には、 1S 0という国際的な基準を造る機関があり、ここでは盛んに基準作

成の作業が進められている。 1S 0の委員会の中心メンバーは 1G Sの会員であり、 1G 

Sとの結び付きは即 1S 0との結び、っきになる。このような意味でも IGS学会を利用す

る必要がある。

日本支部の特徴の一つはCorporateMemberとStudentMemberが多いということである。

会員の皆さんはこれらのMemberに対してどうすれば役に立てるかを考えていただきたい。

最後になったが、技術情報の内容がますます充実することを望みたい。
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